
◆◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第661号（R4.6.10）◆◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する事

故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その内

容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用していた

だくことを目的として配信しています。 

また、自動車運送事業等における安全・安心確保に関する最近の情報等につい

てもトピックとして提供していますので、ご活用ください。 

 

＝目 次＝ 

1.重大事故等情報＝4件（6月3日～6月9日分） 

(1)乗合バスの車内事故 

(2)法人タクシーの死傷事故 

(3)個人タクシーの衝突事故 

(4)中型トラックの酒気帯び衝突事故 

 

2.トピック 

(1)第１回「自動運転車を用いた自動車運送事業における輸送の安全確保等に関

する検討会」を開催しました。（新着情報） 

(2)自動車の不正改造は、犯罪です。 

(3)バス事業者における乗務中の携帯電話・スマートフォンの使用禁止の徹底に

ついて 

(4)バス及びタクシーにおける安全確保の更なる徹底について 

(5)貸切バス事業者を対象とした事業者講習会及び街頭指導の全国一斉実施につ

いて 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

1.重大事故等情報＝4件（6月3日～6月9日分） 

(1)乗合バスの車内事故 

6月8日(水)午後4時5分頃、埼玉県の市道において、同県に営業所を置く乗合バス

が乗客13名を乗せ運行中、対向車線に停車していた車両の後方から歩行者と自転

車が飛び出してきたため、急ブレーキをかけたところ、その揺動により車内に立

っていた乗客1名が転倒した。 

この事故により、当該乗客が重傷を負い、着席していた乗客1名も手首等を打撲

する軽傷を負った。 

なお、当該バスは、飛び出してきた歩行者及び自転車とは接触しておらず、歩行

者及び自転車利用者はその場から立ち去った。 

 

(2)法人タクシーの死傷事故 



6月7日(火)午後11時頃、岡山県の県道において、同県に営業所を置く法人タクシ

ーが空車にて運行中、信号機のある交差点を黄色点滅信号に従い直進したところ、

歩行者をはねた。 

この事故により、当該歩行者が死亡した。 

なお、当該タクシーの運転者にケガはなかった。 

 

(3)個人タクシーの衝突事故 

6月8日(水)午後5時58分頃、東京都の区道において、都内に営業所を置く個人タ

クシーが空車にて運行中、前方に停車していた軽自動車に追突し、更にその前方

に停車していた乗用車に接触した後、飲食店に衝突し停車した。 

この事故により、当該タクシーの運転者が死亡し、軽自動車の運転者及び通行人

が軽傷を負った。 

なお、乗用車の運転者にケガはなかった。 

 

(4)中型トラックの酒気帯び衝突事故 

6月6日(月)午後1時頃、富山県の県道において、同県に営業所を置く中型トラッ

クが運行中、中央分離帯を乗り越えて反対車線の街路樹に衝突した。 

この事故による負傷者はなし。 

事故後の警察の調べにより、当該中型トラック運転者の呼気からアルコールが検

出されたため、道路交通法違反（酒気帯び運転）の疑いで逮捕された。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  上記4件の死傷者数計：死亡2名、重傷1名、軽傷3名（速報値） 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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2.トピック 

(1)第１回「自動運転車を用いた自動車運送事業における輸送の安全確保等に関

する検討会」を開催しました。 

（新着情報） 

 

自動運転の実用化に向けた実証実験や制度整備が進められており、今後は運転者

の存在しない自動運転車を用いた運送事業が行われることも想定されます。 

 

このため、国土交通省では、自動車運送事業者が従来と同等の輸送の安全等を確

保しつつ自動運転車を用いた事業を行うために具体的に講ずべき事項等につい

て検討するため、有識者や事業者団体等で構成する「自動運転車を用いた自動車

運送事業における輸送の安全確保等に関する検討会」の第１回を６月８日(水)に

開催しました。 

 



※検討会資料については、以下リンク先をご覧ください。 

→ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr2_000044.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(2)自動車の不正改造は、犯罪です。 

（配信日：R4.6.3） 

 

国土交通省では『不正改造車を排除する運動』として、関係省庁・団体と連携し、

不正改造を「しない」・「させない」ための啓発活動を行っております。その一環

として、各地方運輸局等が定める「強化月間」が６月１日（沖縄は１０月１日）

から始まり、街頭検査の実施など、安全・安心な車社会形成のための徹底した取

組みを行います。 

 

（具体的な取組） 

１．不正改造を「しない」・「させない」ための啓発活動 

 ○政府広報ラジオCM における啓発 ※JFN 系全国38 局ネットで放送予定 

 ○ポスターやチラシの貼付、配布及びＳＮＳ等への掲載 

 ○バス車両前面への広報横断幕の掲示 

 

２．不正改造車を排除するための街頭検査の実施 

 ○警察機関、独立行政法人自動車技術総合機構、軽自動車検査協会等と連携し

て街頭検査を実施し、違反車両に対して整備命令を発令 

 

３．不正改造車に関する情報収集等 

 ○「不正改造車・迷惑黒煙情報提供窓口」を設置し、通報があった情報をもと

に、不正改造車ユーザーへ改善・報告を求める 

 

※詳細については、下記リンク先をご覧ください。 

→ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha/tenkenseibi/huseikaizou/h2/h2-

1/ 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(3)バス事業者における乗務中の携帯電話・スマートフォンの使用禁止の徹底に

ついて 

（配信日：R4.5.6） 

 

事業用自動車の安全確保の徹底につきましては、機会あるごとに注意喚起してい

るところですが、先月２８日、高速乗合バス運転者が運転中にスマートフォンを

操作し、乗客より注意を受けるという事案が発生いたしました。 

事業用自動車の運転者、特に多数の旅客の命を預かるバス事業者においてこのよ



うな安全を軽視する行為を行ったことは極めて遺憾であります。 

輸送の安全の確保は、自動車運送事業者の最大の使命であり、これまでも「事業

用自動車総合安全プラン2025」に基づき、様々な取組みを実施してきたところで

すが、改めて乗務中のスマートフォンの操作の禁止について徹底するとともに、 

同種事案の再発防止に努めていただくよう、貴傘下会員に対して周知徹底をお願

いいたします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(4)バス及びタクシーにおける安全確保の更なる徹底について 

（配信日：R4.4.28） 

 

４月２３日に北海道において観光船の海難により、乗客乗員が行方不明、死亡す

るという大変痛ましい事故が発生いたしました。 

輸送の安全の確保は、自動車運送事業者の最大の使命であり、これまでも「事業

用自動車総合安全プラン2025」に基づき、様々な取組みを実施してきたところで

す。 

つきましては、ゴールデンウィークや夏の多客期にあたり、改めて適切な運行管

理の実施、車両の点検整備の確実な実施など、事故防止を徹底していただけます

よう、傘下会員企業に対して周知徹底をお願いいたします。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(5)貸切バス事業者を対象とした事業者講習会及び街頭指導の全国一斉実施につ

いて 

（配信日：R4.4.22） 

 

貸切バス事業は、新型コロナウイルス感染症の影響拡大により著しく需要が減少

しておりますが、今後、需要が徐々に回復していくことが予想されます。 

 

今般、以下のとおり、貸切バス事業者を対象に事業者講習会及び街頭指導を全国

一斉に実施し、車両の点検整備、運転者の健康管理、安全運行の徹底など、輸送

の安全の確保を図ります。 

 

【事業者講習会の概要】 

①実施時期：４月下旬～７月中旬 

②対象者：貸切バス事業者の運行管理者等 

③講習内容： 

・運転者に対する指導監督の実施 

・健康管理の重要性 

・車両の点検整備の実施       等 

 



【街頭指導の概要】 

①実施時期：４月下旬～７月中旬 

②実施場所：観光施設（駐車場）、高速道路ＳＡ、主要駅、空港等 

 

※詳細については、下記リンク先をご覧ください。 

→ https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000492.html 
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【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、 

＜ hqt-mailmagazineotoiawase@gxb.mlit.go.jp ＞までお寄せください。 

 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

＊ご登録されたメールアドレスの変更は、配信登録を解除していただき、新た

に配信登録をお願いします。  

配信登録を解除する場合は、以下のアドレスで登録解除することができます。 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/stop.html ） 

 

【参考】 

＊自動車局ホームページ 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。そん

な時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットライン」に

連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、メーカーが

きちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐために活用されま

す。 

・ホームページ受付 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/hotline.html ） 

・フリーダイヤル 0120－744－960（年中無休・24時間） 

（オペレータ受付時間 平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

＊自動車のリコール等の通知等があったときは！ 

使用されている自動車について、自動車ディーラーなどから、リコール又は改

善対策の通知が送付されたり、その対象であることが新聞等で公表されたとき

は、安全・環境への影響から、その自動車の修理を行うことが必要になったと

いうことです。道路運送車両法により、自動車ユーザーは、自分の自動車が保

安基準に適合するよう点検・整備する義務がありますので、忘れずに修理を受

けましょう。 
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